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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第25期

第３四半期累計期間
第26期

第３四半期累計期間
第25期

会計期間
自　2021年10月１日
至　2022年６月30日

自　2022年10月１日
至　2023年６月30日

自　2021年10月１日
至　2022年９月30日

売上高 (千円) 3,450,903 4,088,917 4,663,759

経常利益 (千円) 800,195 932,496 955,647

四半期（当期）純利益 (千円) 535,419 606,335 610,454

持分法を適用した場合の投資利益 (千円) － － －

資本金 (千円) 476,785 486,200 477,786

発行済株式総数 (株) 8,922,500 8,980,500 8,958,900

純資産額 (千円) 2,668,428 3,225,287 2,745,465

総資産額 (千円) 4,009,959 4,567,427 4,103,901

１株当たり四半期（当期）純利益 (円) 60.01 67.59 68.37

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益

(円) 58.63 66.38 66.84

１株当たり配当額 (円) － － 16.00

自己資本比率 (％) 66.5 70.6 66.9
 

 
回次

第25期
第３四半期会計期間

第26期
第３四半期会計期間

会計期間
自　2022年４月１日
至　2022年６月30日

自　2023年４月１日
至　2023年６月30日

１株当たり四半期純利益 (円) 20.70 17.92
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

 
２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。

 
(1) 財政状態の状況

(資産)

当第３四半期会計期間末の流動資産は3,671,181千円となり、前事業年度末と比較して415,154千円増加いたしま

した。これは主に、受取手形及び売掛金が95,172千円減少した一方で、現金及び預金が345,262千円、電子記録債権

が40,381千円、原材料及び貯蔵品が119,327千円それぞれ増加したことによるものであります。

固定資産は896,246千円となり、前事業年度末と比較して48,371千円増加いたしました。これは主に、建物（純

額）が13,625千円、投資その他の資産が29,863千円それぞれ増加したことによるものであります。

以上の結果、当第３四半期会計期間末の資産合計は4,567,427千円となり、前事業年度末と比較して463,526千円

増加いたしました。

 

(負債)

当第３四半期会計期間末の流動負債は1,227,475千円となり、前事業年度末と比較して25,312千円増加いたしまし

た。これは主に、未払法人税等が71,183千円減少した一方で、電子記録債務が56,875千円、買掛金が27,666千円、

賞与引当金が23,243千円それぞれ増加したことによるものであります。

固定負債は114,664千円となり、前事業年度末と比較して41,608千円減少いたしました。これは主に、社債が

22,500千円、長期借入金が22,500千円それぞれ減少したことによるものであります。

以上の結果、当第３四半期会計期間末の負債合計は1,342,140千円となり、前事業年度末と比較して16,295千円減

少いたしました。

 

(純資産)

当第３四半期会計期間末の純資産合計は3,225,287千円となり、前事業年度末と比較して479,821千円増加いたし

ました。これは主に、利益剰余金が462,993千円増加したことによるものであります。

 

(2) 経営成績の状況

当第３四半期累計期間における我が国経済は、新型コロナウイルス感染症における行動制限の緩和やインバウン

ドの増加等により社会経済活動に回復の動きが見られました。

当社が営んでいる事業につきましても、当社の強みであるスポーツ市場における行動制限の緩和等、市場環境の

好転が見られたものの、ウクライナ情勢の長期化に伴う世界的な原材料・資源価格の高騰による物価の上昇、欧米

諸国等の金融引き締め政策による円安の進行等により、依然として先行きは不透明な状況が続いております。

このような経営環境の中、「本気の笑顔の実現」という経営理念の下、社会的課題である「生活の質」＝QOL

(Quality Of Life)の向上に貢献するための事業を展開し、社会的価値と同時に企業価値の向上に取り組んでおりま

す。

当第３四半期累計期間につきましては、新製品の市場投入や当社契約選手によるイベントの開催、また、SNS等を

活用したマーケティング活動の強化により認知度の向上に努めると共に、主要取引先との関係強化と取引拡大等、

営業活動の強化に取り組みました。

このような全社での経営強化策の下、ホールセール部門につきましては、インバウンドの増加や既存取引先から

大口の受注があったこと等により、売上高は2,776,202千円（前年同期比13.6％増）となりました。

イーコマース部門につきましては、ワールド・ベースボール・クラシックによる当社契約選手の活躍やSNS等を核

としたマーケティング活動の強化による認知度向上が進み、国内での自社サイト及びECモールの自社店舗が好調に

推移いたしました。また、越境ECにつきましては、新たに2023年６月に中国版TikTok（抖音）のECプラットフォー

ムである「抖音電商全球購（Douyin EC Global）」に出店いたしました。以上の結果、売上高は1,001,184千円（前
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年同期比35.8％増）となりました。

リテール部門につきましては、行動制限が緩和されたこと及びマーケティング活動の強化やインバウンドの増加

等により、来店客数が増加し堅調に推移いたしました。また、2023年６月には「たまプラーザテラス」（神奈川県

横浜市）に新規出店いたしました結果、売上高は311,530千円（前年同期比15.5％増）となりました。

以上の結果、当第３四半期累計期間の売上高につきましては、4,088,917千円（前年同期比18.5％増）となりまし

た。利益面につきましては、業務の効率化や徹底したコスト管理を図った結果、営業利益は922,134千円（前年同期

比15.8％増）、経常利益は932,496千円（前年同期比16.5％増）、四半期純利益は606,335千円（前年同期比13.2％

増）となりました。

なお、当社は、コラントッテ事業とCSS事業を営んでおりますが、コラントッテ事業以外のセグメントは重要性が

乏しく、コラントッテ事業の単一セグメントとみなせるため、セグメント別の記載を省略しております。

 

(3) 会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

(4) 経営方針・経営戦略等

当第３四半期累計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。

 
(5) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第３四半期累計期間において、当社が優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更はあり

ません。

 

(6) 研究開発活動

当第３四半期累計期間における研究開発活動は、主として新製品の企画・開発であり、研究開発の成果として

は、「コラントッテ COA ネックレス ZEST」及び「コラントッテ THEO ネックレス LUSSO」等の販売開始でありま

す。

当第３四半期累計期間の研究開発費は18,190千円であります。

なお、当第３四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】
 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 32,000,000

計 32,000,000
 

 

② 【発行済株式】
 

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2023年６月30日)

提出日現在発行数(株)
(2023年８月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 8,980,500 8,990,900
東京証券取引所
グロース市場

完全議決権株式であ
り、権利内容に何ら限
定のない当社における
標準となる株式であり
ます。なお、単元株式
数は 100 株でありま
す。

計 8,980,500 8,990,900 ― ―
 

（注）１．発行済株式のうち20,000株は、譲渡制限付株式報酬として普通株式を発行した際の現物出資（金銭報酬

債権16,740千円）によるものであります。

２．提出日現在発行数には、2023年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

行された株式数は、含まれておりません。

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 
(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2023年４月１日～
2023年６月30日

― 8,980,500 ― 486,200 ― 476,200
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（2023年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

① 【発行済株式】

   2023年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） ― ― ―

完全議決権株式（その他）

普通株式

89,771

完全議決権株式であり、権利内
容に何ら限定のない当社におけ
る標準となる株式であります。
なお、単元株式数は100株であり
ます。

8,977,100

単元未満株式
普通株式

― ―
3,400

発行済株式総数 8,980,500 ― ―

総株主の議決権 ― 89,771 ―
 

（注）「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式が42株含まれております。

 
② 【自己株式等】

該当事項はありません。

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（2023年４月１日から2023年６月

30日まで）及び第３四半期累計期間（2022年10月１日から2023年６月30日まで）に係る四半期財務諸表について、有

限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。　
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(2022年９月30日)
当第３四半期会計期間
(2023年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,340,200 1,685,463

  受取手形及び売掛金 647,871 552,698

  電子記録債権 175,565 215,946

  製品 573,049 550,219

  仕掛品 244,214 260,399

  原材料及び貯蔵品 152,364 271,691

  その他 124,160 136,068

  貸倒引当金 △1,399 △1,306

  流動資産合計 3,256,026 3,671,181

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 324,250 337,876

   土地 265,821 265,821

   その他（純額） 55,360 67,448

   有形固定資産合計 645,432 671,145

  無形固定資産 47,123 39,918

  投資その他の資産 155,318 185,182

  固定資産合計 847,874 896,246

 資産合計 4,103,901 4,567,427

負債の部   

 流動負債   

  電子記録債務 138,090 194,966

  買掛金 183,697 211,364

  １年内償還予定の社債 35,000 35,000

  １年内返済予定の長期借入金 77,236 33,750

  未払法人税等 251,139 179,956

  賞与引当金 40,845 64,088

  製品保証引当金 4,387 4,001

  クーポン引当金 1,669 2,271

  その他 470,096 502,076

  流動負債合計 1,202,163 1,227,475

 固定負債   

  社債 132,500 110,000

  長期借入金 22,500 －

  その他 1,272 4,664

  固定負債合計 156,272 114,664

 負債合計 1,358,436 1,342,140

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 477,786 486,200

  資本剰余金 467,786 476,200

  利益剰余金 1,799,923 2,262,916

  自己株式 △29 △29

  株主資本合計 2,745,465 3,225,287

 純資産合計 2,745,465 3,225,287

負債純資産合計 4,103,901 4,567,427
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(2) 【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期累計期間
(自　2021年10月１日
　至　2022年６月30日)

当第３四半期累計期間
(自　2022年10月１日
　至　2023年６月30日)

売上高 3,450,903 4,088,917

売上原価 1,157,977 1,482,747

売上総利益 2,292,925 2,606,170

販売費及び一般管理費 1,496,621 1,684,036

営業利益 796,303 922,134

営業外収益   

 受取利息 532 0

 助成金収入 2,240 28

 為替差益 1,178 288

 受取和解金 － 10,000

 その他 1,236 756

 営業外収益合計 5,187 11,075

営業外費用   

 支払利息 1,127 592

 その他 168 120

 営業外費用合計 1,296 713

経常利益 800,195 932,496

税引前四半期純利益 800,195 932,496

法人税、住民税及び事業税 266,883 338,732

法人税等調整額 △2,107 △12,571

法人税等合計 264,775 326,160

四半期純利益 535,419 606,335
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【注記事項】

(追加情報)

前事業年度の有価証券報告書の（追加情報）に記載した会計上の見積りを行う上での新型コロナウイルスの感染症

の影響の考え方についての重要な変更はありません。

 
(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期間

に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）の償却額は、次のとおりであります。

 

 
前第３四半期累計期間
(自　2021年10月１日
至　2022年６月30日)

当第３四半期累計期間
(自　2022年10月１日
至　2023年６月30日)

減価償却費 55,405千円 61,541千円
 

 

(株主資本等関係)

Ⅰ　前第３四半期累計期間(自　2021年10月１日　至　2022年６月30日)

１．配当金支払額
 

決　議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2021年12月23日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 107,070 12 2021年９月30日 2021年12月24日
 

 

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。

 
３．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期累計期間(自　2022年10月１日　至　2023年６月30日)

１．配当金支払額
 

決　議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2022年12月21日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 143,341 16 2022年９月30日 2022年12月22日
 

 

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。

 
３．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社は、コラントッテ事業とCSS事業を営んでおりますが、コラントッテ事業以外のセグメントは重要性が乏し

く、コラントッテ事業の単一セグメントとみなせるため、記載を省略しております。

 
(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 
前第３四半期累計期間(自　2021年10月１日　至　2022年６月30日)

  (単位：千円)

 売上高

ホールセール部門

国内卸 2,415,364

海外卸 28,492

計 2,443,856

イーコマース部門

国　内 699,298

海　外 38,049

計 737,348

リテール部門 269,698

合計 3,450,903
 

(注)　ホールセール部門の国内卸については、CSS事業が含まれております。

 
当第３四半期累計期間(自　2022年10月１日　至　2023年６月30日)

  (単位：千円)

 売上高

ホールセール部門

国内卸 2,744,256

海外卸 31,945

計 2,776,202

イーコマース部門

国　内 941,962

海　外 59,221

計 1,001,184

リテール部門 311,530

合計 4,088,917
 

(注)　ホールセール部門の国内卸については、CSS事業が含まれております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、

以下のとおりであります。

 

 
前第３四半期累計期間
(自　2021年10月１日
至　2022年６月30日)

当第３四半期累計期間
(自　2022年10月１日
至　2023年６月30日)

(1) １株当たり四半期純利益 60円01銭 67円59銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益(千円) 535,419 606,335

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る四半期純利益(千円) 535,419 606,335

普通株式の期中平均株式数(株) 8,922,489 8,971,441

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 58円63銭 66円38銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益調整額(千円) － －

普通株式増加数(株) 210,092 163,441

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前事業
年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

 

 
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2023年８月９日

株式会社コラントッテ

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人
 

大阪事務所
 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 杉　　田　　直　　樹  
 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 城　　戸　　達　　哉  
 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社コラン

トッテの2022年10月１日から2023年９月30日までの第26期事業年度の第３四半期会計期間（2023年４月１日から2023年

６月30日まで）及び第３四半期累計期間（2022年10月１日から2023年６月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわ

ち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社コラントッテの2023年６月30日現在の財政状態及び同日をもって

終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められ

なかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任」

に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監

査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断し

ている。

 

四半期財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切であ

るかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関

する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 

四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
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・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどう

か結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期財務諸表の注記事項が適切で

ない場合は、四半期財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論

は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業とし

て存続できなくなる可能性がある。

・　四半期財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に

準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期財務諸表の表

示、構成及び内容、並びに四半期財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が

認められないかどうかを評価する。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上
 

 

(注) １．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社(四半期報告書提出会社)が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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